
ベクトルの立式 (平面ベクトル)

○ Pが 直線AB上 1国 (その 1 ) 内分 点 の 公式を 利用 し解国
•
° 左 の 内容 を しっかり 理解して

、 AP : PB = 七 こ ( IT ) と おく と
し その 1 ) ~ (その 5 ) の 結果の式 は全て

国 国
st たい 自分 の 好き な 方法 で

、

= ( l - t ) 十 七 = ( l - t ) 0が 十 七 で あり
、

ベクトル の 立式 の 仕方 を 石隺 立
同じ に なっ ている 。t ・ 1 5

A、⊕斝う。
」 Ist

t > 、
し ましょ う 。

( その 2 ) 根本 から スタート し ( その 5 ) も S を 消去 すれば、

同じ に なる)

特に 、 マーク 式 の試馬金では
p は AB 上 より 、

= 七 とおける
。 ( その 1 ) では 、

AP : PB = t : ll - t ) とおく と
、

P が 直線 AB上 の とき
、

立式 が 誘導 で て い たり する 暗黙の 了解 で .
0 < t < l と なり 、 Pは

よって
. I-I = 七 ( -I )

が 二 七 い ① と 表せる
。 ので

、
理解 して 、 誘導 にのれる 内分 点 に限定される 。

i. I = ( l - t ) 十 七

① において 、 始点 を 0 に する と
、 よう に し ましょ う

。 (その 2 ) ~ ( その 5 ) の 立式 の 仕方は
、

T -河北 し 一 河 )
次 の 問題で いろんな立式 方法 を ( その 3 ) 直線のベクトル方程式 Pが AB の 内分 点 。 外分点 の どちら の

( つなげる ) 場合も含んでおり 、 万能である 。

T = ( l - t )T + t い ② 見て いこ う 。 p は AB上 より
オススメ は 、

( その 4 ) であり 、
根本 は

.

② について
、

= 同 十 七 とおける
。 が北 から 作ら れ て いる と 理解

• AP : PB - t i ( I - t ) とおい て
、 肝って三輿 よって

= 開 + t (0が -I ) して おく と よい 。

立式 し て も 同じ もの に なる 3点 O 、
A 、 B は 同一直線 上 に ない

い = ( l - t ) 十七0が 問題文や 図 の状況で 明らか に
もの と する 。 点 Pが 線分 AB 上 に| ・ Pが 外分点 でも 使える

( t.CO or l < t の 場合 ) ある とき
、

を IT と適当な
しそ の 4) 常識 として

、

利用 内分 点 と 分かる 場合 は
、

S こ ( l - S ) or t
: 1 1 - t ) など と

実数 を 用い て表せ 。

p は AB 上 より
、

② において 、 1 - t = S と おく と おく の も 立式 しやすいので 、
悪く ない と

。 I = ( l - t ) 十 七河 と おける
。 思い ます

。I =SI t 七 1St t = 1 )

☆
「

S + t = 1
」 を E緹然き という しそ の 5) 共 線条件 を 利用

☆ 共 線条件 を 利用 する とき は 、 AL i B P は AB 上 より
、

I = S 0が十 七 1Stt = 1 )
I. 始点が そろっ て いる
2、 終点 3点 が 同一直線上 にある と おける 。

を確認する こと ! !



ベクトルの立式 (空間ベクトル)

P が平面 ABC 上 ②において 、
1 - S - t = k とおく と

、 1問 田国 ( その 3 ) 常識 として
、

利用

= RI +50が十 七 4点 O .
A . B 、

C は
、 同 一 平面 上にない P は 平面 ABC 上 より

。

g.、!
( ht St t = 1 ) もの と する 。部が平面 ABE上 に = い - s - t)は +50が 七

とおける
。

⑤ ' B

' 平面ABC
☆ たなたし を fggy どう

ある とき 母 を IT
,

と

適当 な 実数 を 用い て表せ 。

しその 4) 共面条件を利用
P が 平面 ABC 上 の とき

、
☆ 共面条件 を 利用 する とき は

、 .
0

P は 平面ABC上 より 、

で始点 が そろっ て いる
」|が二 S 北で い ① と表せる

。

2
、

「

終点 4点 が同 一 平面上
で = SI比浦十 U

博 や
にある

」
B

(St t.tn = 1 ) とおける
。

囚 団 を確認する こと ! !
1解温

( その 1 ) 根本 から スタート

A.
に

p
国 C

( その 1 ) ~ ( その 4 ) の 結果の式 は全て

。
る ん +5+た 1

1国 P は 平面 ABC 上 より
。がい、 s -七河 + s 。が 七

上 の 内容 を しっかり 理解して
: s t t.AT と おける 。

① において 、 始点を 0 に する と
、

自分 の 好き な 方法 で
、 おて 、

であり
、
同じ に なっ ている 。

T - 高 = S (が 、同 ) 十 七心坤 )
ベクトル の 立式 の 仕方 を 確立

、 高 = sば 、河化し 河
( し その 4 ) も S を 消去すれば、

使っ て いる

しましょ う 。
文字 が 異なる だけで、 同じ である )

i. = ( 1st)間 +50が比特に 、 マーク 式 の試験では 、

= ( 1st)跡婦比
立式が 誘導 で て い たり する ( その 2 ) つなげる

い、 2〇② について 、

ので
、
理解 して 、 誘導 にのれる P は 平面 ABC 上 より

、

SIO 、
七 ≥ 0

, S + t ≤ 1 の とき
、

よう に し ましょ う
。 I = Itsが 十 七 とおける

。

{ P は △ ABC の 内部および周上にあり
、

次 の 問題で いろんな立式 方法 を よっ て
、

= Its (I -I ) 十 七 河 )
そうでない とき

、
△ ABC の 外部 にある

。

見 て いこ う 。

i. = ( 1st)間 +50が比


